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横浜水道中期経営計画（平成 28年度～令和元年度）の 
進捗状況について 

 

 

 

 

 

 

（１） 安全で良質な水 

 事業 指標 
27 年度末 
(策定時) 30 年度末 30 年度の主な取組 

令和元年度末
(目標) 

進捗 
状況 

1 道志水源林の保全 
道志水源林の
整備面積 

337ha/935ha 
【H24～27 
合計】 

224ha/762ha 

・道志水源林の整備（80ha） 
・作業路法面保護工事の 
実施 

・「林産物の売却契約」の 
試行的な実施 

295ha/762ha 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

2 
相模湖及び津久井
湖の水質保全対策
等の促進 

相模湖に 
おける浚渫量 

542,530 ㎥ 
【H24～27 
合計】 

456,387 ㎥ 

・相模湖堆積土砂の除去 
（153,305 ㎥） 

・エアレーション装置の 
維持管理 

600,000 ㎥ 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

3 
西谷浄水場の 
再整備 

浄水処理 
施設の 

再整備事業の
進捗状況 

基本計画 
策定 

整備案 
の決定 

全体最適の視点により、新
たな整備案との比較検討を
行い、現行の計画を修正し
た整備案に決定した。 

ろ過池 
耐震化 
工事中 

－ 

4 
小雀浄水場の活性
炭注入設備の更新 

活性炭注入 
設備の更新 

設計完了 設備の運用 
馬入川系統活性炭設備 
の運用開始 

設備の運用 ○ 

5 
川井浄水場の 
運転管理 

モニタリングの
実施 

維持管理 
12 回/年 

財務 ２回/年 

維持管理 
12 回/年 

財務 ２回/年 

・維持管理モニタリング 
月１回実施 
・財務モニタリング 
年２回実施 

維持管理 
  12 回/年 
財務 ２回/年 

○ 

6 
安全で良質な水を
造るための品質管
理 

「水質管理値」 
の達成率 

（浄水場出口） 
99.99% 100.00% 

ISO9001 に基づく水質管理 
の徹底や水道ＧＬＰに基づ
く水質検査精度の維持 

100.00% ○ 

7 
子どもたちが水道水
を飲む文化を育む
事業 

直結給水化 
工事の実施済

学校数 

250 校 
（H27 学校数

499 校） 
291 校 

小・中学校等の 
屋内水飲み場を直結給水
方式へ切替え（９校） 

310 校 
【累計】 

△ 

8 直結給水の促進 直結給水率 73％ 76％ 
直結給水への切替えの 
広報や助言を実施 

76％ ○ 

9 
受水槽施設に対す
る指導・助言 

受水槽施設の
点検実施件数 

1,200 施設 2,228 施設 
未対策の施設に対する訪
問調査を実施（1,514 件） 

3,000 施設 
【累計】 

○ 

 

（２） 災害に強い水道 

 
事業 指標 

27 年度末 
(策定時) 30 年度末 30 年度の主な取組 

令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

10 飲料水の備蓄促進 
飲料水の備蓄 
に向けた働き 
かけの回数 

1,363 回 
【H24～27 
合計】 

1,586 回 
防災訓練や出前水道教室 
等での備蓄に関するチラシ
の配布（515 回） 

2,150 回 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

11 
応急給水体制の 
充実 

地域防災拠点
に設置された
災害用地下 
給水タンク 

での給水訓練 
実施率 

90.4％/年 100％/年 
住民参加による応急給水 
訓練を実施 

100％/年 ○ 

進捗状況 

目標の進捗を上回る ◎ 

目標どおりの進捗 ○ 

目標の進捗を下回る △ 
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 事業 指標 27 年度末 
(策定時) 

30 年度末 30 年度の主な取組 令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

12 
災害時給水所の 
整備 

災害時給水所
の整備 

－ 

標識取替 

全 134 基完了
及び耐震給水

栓７基 

応急給水施設のない地域
防災拠点に耐震給水栓を
実験的整備（５基） 

標識設置など
の整備を推進 

○ 

13 
災害時における 
各種団体との 
連携強化 

合同防災訓練
の実施件数 

10 回/年 

189 回/年 
（うち、管工事
協同組合との
連携強化によ
る訓練 105 回

/年） 

横浜市管工事協同組合等
との合同防災訓練の実施 
※29 年度から管工事協同
組合に防災訓練時の災
害用地下給水タンクの点
検を委託 

22 回/年 ◎ 

14 
計画的な管路の 
更新・耐震化 

管路の 
耐震管率 

23％ 27％ 
老朽管の更新（128km） 

28％ 

〇 

基幹管路の 
耐震適合率 

67％ 68％ 68％ 

重要拠点施設
につながる 

管路の耐震化
実施数 

31 か所(*) 58 か所 

重要拠点への管路の 
耐震化（29 年度からの繰越
分６か所を含む 14 か所が
完了） 

70 か所 
【累計】 

15 
道路内給水管の更
なる更新・耐震化 

道路内の老朽
給水管の取り
替え申請件数 

2,043 件(*) 4,945 件 

・ポスター、チラシ配布によ
るＰＲ 
・道路内給水管の改良工事
実施（申請件数 926 件） 

6,000 件 
【累計】 

〇 

16 
基幹施設の 
更新・耐震化 

配水池等の 
耐震化率 

86% 96% 
川井４－２号配水池、小雀３
－２号配水池、小雀４号配
水池の工事完了 

96% ○ 

17 
電機・計装設備な
どの計画的更新 

計画的な 
更新 

小雀浄水場の
計装設備更新
工事を実施中 

小雀浄水場の
計装設備の 
運用開始 

・小雀浄水場計装設備の運
用開始 
・小雀浄水場無停電電源設
備、青山水源事務所計装設
備の更新工事等の完了 

小雀浄水場の
計装設備の 
更新完了 

○ 

18 
工業用水道施設 
の更新・耐震化 

工業用 
水道管路の 
耐震化率 

43％ 47％ 老朽管の更新（1.6km） 45％ 

○ 
工業用水道 
基幹管路の 

更新 

更新計画の 
策定 

詳細設計中 詳細設計中 
更新工事 
施工中 

19 
工業用水道の応援
給水施設の整備 

工業用水道の
応援給水施設

整備数 
４か所/５か所 ４か所/５か所 

用地取得に向け地権者 
との調整 

５か所/５か所 △ 

 
(*) 実績値に修正 

 

（３）環境にやさしい水道 

 事業 指標 27 年度末 
(策定時) 

30 年度末 30 年度の主な取組 令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

20 
自然流下系施設の
優先的整備（西谷
浄水場の再整備） 

浄水処理施設
の再整備事業
の進捗状況 

基本計画 
策定 

整備案 
の決定 

全体最適の視点により、新
たな整備案との比較検討を
行い、現行の計画を修正し
た整備案に決定した。 

ろ過池耐震化
工事中 

－ 

21 
再生可能エネルギ
ーの継続的な導入 

発電容量 2,263ｋW 2,298ｋW 
小水力発電設備設置可能
性の検討 

2,378ｋW ○ 

22 
配水ポンプにおける
エネルギーの効率
化 

効率の良い制
御機器に変更
したポンプ場

の数 

10 か所 13 か所 
港北配水池ポンプ設備、 
仏向配水池ポンプ設備 
工事完了 

14 か所 
【累計】 

○ 
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 事業 指標 27 年度末 
(策定時) 

30 年度末 30 年度の主な取組 令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

23 
水源エコプロジェク
ト W-eco・p（ウィコッ
プ） 

ウィコップを 
活用した 
整備面積 

112ha(*) 177ha 
６者と協定更新 
（協定提携企業 15 者） 

184ha 
【累計】 

○ 

24 
市民ボランティアと
の協働による水源
林の整備 

民有林の 
整備面積 

59ha 70ha 
道 志 村 民 有 林 を 整 備
（4.5ha） 

75ha 
【累計】 

〇 

25 
「はまっ子どうし The 
Water」による水源
保全ＰＲ・支援 

水源保全の 
重要性認知度 

89.8％ 
アンケート 
未実施 

（29 末：91%） 

ピンクリボンかながわとの協
働による「はまっ子どうし
The Water」の自販機設置
増や各種プロモーションの 
実施による水源保全のＰＲ 

90％程度 

○ 
ＰＲイベントの

回数 
10 回/年 36 回/年 15 回以上/年 

26 環境教育の充実 
施設見学に 
よる環境教育 
実施校数 

156 校/年 
【H24～27 
平均】 

183 校/年 
浄水場等施設見学の 
受け入れ 

156 校以上/年 ○ 

  
 

（４）充実した情報とサービス 

 事業 指標 
27 年度末 
(策定時) 30 年度末 30 年度の主な取組 

令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

27 
暮らしに身近な水道
を実感できる取組 

出前水道教室
のニーズへの

対応 
99%/年 100%/年 

・出前水道教室等の実施 
・水源通行手形事業の実施 

100%/年 ○ 

28 
横浜水道の歴史を
伝える取組 

歴史関連ウェ
ブページの 
年間アクセス

件数 

20,000 件 
【H24～27 
合計】 

18,484 件 

・ウェブアクセス数 5,245 件 
・横浜水道 130 年史（仮称）
の編集 
・各種パンフレットへの掲載 

24,000 件 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

29 
お客さまの声を事業
に反映させる取組 

お客さまから
のお褒め・ 
お礼の声の 

件数 

697 件 
【H24～27 
合計】 

514 件 

お客さまサービスセンター 
に寄せられるお客さまの声 
の情報共有や顧客満足 
（CS）向上の取組の実施（お
褒め・お礼の声 142 件） 

700 件 
【H28～R 元 

合計】 
〇 

30 
料金関係業務にお
ける品質向上の取
組 

料金関係業務
における各種
研修会の 
実施回数 

４回/年 ４回/年 

検針業務等委託事業者に
対し、業務能力及びお客さ
ま対応力の向上のための研
修を実施 

４回以上/年 〇 

31 
民間企業との協働
による水まわり相
談・講習 

菊名ウォータ
ープラザ内の
民間協働施設
の水まわり 
相談実績 

3,600 件以上 
/年 

5,164 件/年 
市民等への水まわり器具の
研修や無料相談の実施 

3,600 件以上 
/年 

◎ 

32 
オープンデータの
推進 

公開データ数 － 7 件 
「横浜の水道」等の情報を 
CSV 形式等でウェブサイト
に公開（３件） 

10 件 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

33 
給水装置工事に係
る事務手続の電子
化 

給水装置工事
に係る事務 

手続の電子化 
状況 

検討中 
システムの 
構築完了 

システム構築及び実地検証
完了 

システム 
構築済、 

試行運用中 
○ 

34 
ウェブサイトを活用し
た管路情報提供 

ウェブサイトに
よる管路情報
の提供 

検討中 
システムの 
基本設計 

システムの要件定義を完了 
システム 
構築済 

○ 

35 
工業用水道の新規
利用案内サービス
の導入 

ウェブサイトの
構築 

仕様確定 運用中 
給水区域や新規給水に 
係る費用・見積り等の情報 
を公開中 

運用中 ○ 
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（５）国内外における社会貢献 

 事業 指標 27 年度末 
(策定時) 

30 年度末 30 年度の主な取組 令和元年度末
(目標) 

進捗 
状況 

36 
高齢者が安心して
暮らせるための取組 

高齢者向け 
出前水道講座
の実施回数 

３回 
【H24～27 
合計】 

57 回 

地域ケアプラザ等における 
出前水道講座や検針受託
事業者を対象とした救命救
急講習等の実施（23 件） 

70 回 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

37 
障害者就労施設等
への発注促進 

障害者就労 
施設等への 
発注件数 

30 件 
【累計】 

発注促進 
３施設への水道メーター 
分解作業委託等 

推進 ○ 

38 
遊休土地の活用を
通じた地域との連携
強化 

実施に向け地
域団体と協議

した件数 
－ ８件 

町内会や地域の掲示板・看
板等、地域のニーズを取り
込んだ活用を実施（４件） 

10 件 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

39 
市内工事事業者の
技術力向上支援 

市内工事事業
者と連携した

研修等 
３回/年 ４回/年 工事安全研修等の実施 ４回/年 ○ 

40 
パートナーシップデ
スクの活用 

提案・相談 
受入件数 

44 件 
【H24～27 
合計】 

38 件 

企業、NPO 法人などの民間 
事業者から水道事業に特化 
した公民連携に関する提案 
の受付・相談（13 件） 

48 件 
【H28～R 元 

合計】 
○ 

41 
水道事業における
国際貢献の推進 

研修員の 
受入数 

3,227 人(*) 4,044 人 

 
・海外研修員の受け入れ 
（152 人） 
 

3,940人 
【累計】 

◎ 

職員の 
派遣数 

324 人 428 人 
・ベトナム二者／六者覚書
事業等による職員の派遣 
（23 人） 

400人 
【累計】 

42 
横浜水ビジネス協議
会の海外展開支援 

会員企業への 
ビジネス機会の 

提供 
25回 49回 

IWA 東京展示会における
会員企業の PR の機会の提
供等（11 回） 

45回 
【累計】 

◎ 

43 
横浜ウォーター株式
会社との連携推進 

横浜ウォーター株式会社の 
事業件数 

 
横浜ウォーター㈱との協約 
（H30～H31）で定めた 
単年度の目標を達成 
＜H30 目標及び実施件数＞ 
  国際関連：20 件→24 件 
  国内支援：25 件→36 件 

 

◎ 
国際関連 
事業件数 

88 件 
【累計】 

171 件 推進 

国内技術 
支援件数 

63 件(*) 
【累計】 

149 件 推進 

(*) 実績値に修正 

（６）持続可能な経営基盤 

 事業 指標 27 年度末 
(策定時) 

30 年度末 30 年度の主な取組 令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

44 
人材育成による 
組織力の向上 

マスター 
エンジニア 
認定者数 

94 名 134 名 
各職場におけるＯＪＴ、 
マスターエンジニア制度等 
の推進（新規認定者 11 人） 

114名 
【累計】 

◎ 

45 
業務改善の推進に
よる組織の活性化 

職員満足度調
査で日頃から
業務改善に取
り組んでいると
回答した職員

の割合 

77% 67% 

・はまピョンカップ（業務改善 
推進大会・局研究発表会）
の開催 

・ｅラーニングによる改善意
識の向上と職員満足度調
査の実施 

80% △ 
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 事業 指標 
27 年度末 
(策定時) 30 年度末 30 年度の主な取組 

令和元年度末 
(目標) 

進捗 
状況 

46 
効率的・効果的な 
執行体制の構築 

職員定数 
（再任用職員

を含む） 
1,666 人 1,573 人 

業務体制の見直し等により 
職員定数 30 人の削減 

1,550人 ○ 

47 
水道事務所総合管
理システムの構築 

水道事務所総
合管理システ
ムの構築状況 

－ 
システムの 
基本設計 

システムの要件定義を完了 
システム 
開発着手 

○ 

48 
水道局資産の有効
活用 

貸付、売却、
その他収入額 

18 億円 
【H24～27 
合計】 

11.7 億円 
未利用地等の売却や行政
財産の目的外使用等による
資産の有効活用（3.8 億円） 

16億円 
【H28～R 元 

合計】 
〇 

49 企業債残高の縮減 企業債残高 1,655 億円(*) 1,549 億円 借換債の発行抑制等 1,638億円 ◎ 

50 
料金体系の在り方の
検討 

料金体系の 
在り方の検討 

料金体系の 
方向性を 
検討中 

検討中 

「水道料金等在り方審議会」 
を通じて、料金体系や水道
利用加入金の在り方等につ
いて審議・検討を行った。 

とりまとめ ○ 

5１ 
工業用水道事業に
おける企業債残高の
縮減 

工業用水道事
業の企業債 

残高 
33 億円 28 億円 

企業債発行額の抑制による
残高の縮減 

30億円 ◎ 

  
   (*) 実績値に修正 

 


